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あらまし：情報系企業で実施している新入社員研修の一部を事例報告する．プログラミング教育を実施す

る前に処理の流れを把握するためのアルゴリズム教育を行っている．アルゴリズムに関する考え方は多

種多様であり，同じ課題に対しても多くの解法がある．文系出身，情報系出身など知識差がある中で，各

自のレベルに応じた気づきを与えることが求められる．本稿では，基本的な実例で，理解レベルを踏まえ

て報告する． 
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1. はじめに 

情報系企業における新入社員研修では，基本的な

プログラミング教育が不可欠である．直接プログラ

ミングを行わない職種であっても，システム開発の

基本事項として理解しておくことが求められる． 

一方で，情報系の学部出身で知識を習得している

者から，文系学部出身でキーボード操作にも慣れて

いない者までレベル差が大きい．前提知識がある場

合でも，理解するレベルを意識させることで，飽き

ることなく取り組めるよう工夫している． 

 

2. 理解について 

プログラミング教育の前に簡単なアルゴリズム教

育を実施している．アルゴリズムは，順次処理，判

定処理，反復処理と，簡単な概念の組み合わせであ

る．単純な整列処理（バブルソート）が理解できる

程度を目標としている． 

簡単な処理であっても，論理的に正しいだけでな

く，自分で納得でき，他の人に説明できるレベルを

目指している． 

新入社員は，パソコン利用に不慣れな者から応用

情報技術者試験の合格者まで多種多様である．基本

的事項から時間をかけて教育を実施するため，知識

があるものにとっては退屈な時間となってしまう． 

このため，理解のレベルを上げることの重要性を

認識させている．単に知っている，利用できるレベ

ルから，「教える」ことを通して「知識の体系化」「間

違いやすい箇所の再確認」を実施でき，「教えること

ができる」レベルにアップできることを伝えている．

また，内容を理解できない者にとっても，質問する

ことは「不明点を教える」ことであり，教える側の

メリットになることを伝えている． 

企業では，チーム作業が基本となるため，グルー

プ分けを行い，演習等はグループ単位で進めるよう

指導している．グループ単位で実施することにより，

知識不足であってもきめ細かな指導を受けることが

でき，教える側も知識を整理し再確認できる． 

情報系の知識がある者は，知っていることが多い

ため，「こんなものか」と楽観してしまい，勉強習慣

が崩れる可能性があり，文系出身者に１～２年で追

い越されるケースもある．日進月歩の業界であるこ

とを認識させ，より深い理解の必要性を認識させる

ようにしている． 

 

3. 研修の実施方法 

従来は，講義と練習問題を基本とし，不明点は講

師がフォローする方式としていた．しかし，講師に

対しては質問しないケースが多く，提出課題等で理

解不足を認識することとなり，不明点を確認するタ

イミングが遅れていた． 

このため，アクティブ・ラーニングの考え方を導

入し，能動的に課題解決できる時間を組み込むこと

とした．講義と練習問題の後，グループディスカッ

ションの時間を設け，不明点を確認している．4～6

人のグループとしているが，不明な個所を確認でき，

講師側にアピールしやすくなったと感じている．グ

ループ内で解決できる場合も多いが，不明点を確認

し，フォローする時間を設けている． 

 

 

図 1 研修の進め方 

 

コロナウィルスの影響により，対面でのグループ

ディスカッションを実施できないため，Zoom のブ

レイクアウトルームを利用している．情報系企業で
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あるため，各自に PCとヘッドセット，Zoom環境を

設定している．グループ毎にファシリテーターを設

け，不明点を抽出，整理できるようにしている．ま

た，講師が各グループに参加し，どんな不明点があ

るか調査し，フォローしている． 

グループディスカッションに Zoom を利用するこ

とにより，座席の位置に関係なく自由にグループを

変更でき，人との接点を増やすことができている．

また，講師も任意のグループをチェックできるため，

不明点を確認しやすくなっている．新入社員にとっ

ても，不明点を整理でき，早めに疑問を解決できて

いる． 

 

4. アルゴリズムの留意点 

新入社員研修におけるアルゴリズム教育において

は，以下の点に留意している．その時点で最適と思

っていたものが，後から変更しなければいけないケ

ースもありうる．少しでも考え方を柔軟にし，コメ

ントに残す等，修正しやすい工夫を意識させている． 
 

変数名のつけ方 

記号だけの場合は，複雑な処理の場合に勘違いし

やすいため，意味のある変数名とする． 

 

判定文の書き方 

反復処理における判定文で「iが（1から）3にな

るまで」という場合，「i=3」「i≧3」「i>2」など，い

くつもの表現方法がある．どの表記方法が望ましい

か，意識するように指導している． 

 

判定の順序 

複数の条件をチェックする場合，正常系かどうか，

効率的かどうかなど，判定順序も意識するよう指導

している． 

 

処理の共通化 

判定の前後で，共通の処理をまとめる場合がある．

まとめるべきか，それぞれに併記すべきか，意識す

るよう指導している． 

 

5. 効果 

研修中の実施課題にて効果を確認している．この

課題は，各自が取り組み，一人ずつ講師レビューを

実施することで，理解度を確認している． 

簡単な課題であるが，従来と比べると，理解不足

の人が減っている．基本的な書き方については，変

数名の統一など，細部が意識できていないケースが

散見されるが，ロジックについては理解できている． 

効果測定については，研修後の実務での印象確認

が有効であるが，配属先/職種による業務の差異が大

きく難しい．研修終了時のテスト，アンケートによ

り，客観的に評価できる方法を工夫したい． 

 

6. 考察 

10～15 分のグループディスカッションであるが，

不明点を早期に解決でき，有効であると考える．講

師にとってもわかりにくい点を早期に確認でき，フ

ォローしやすくなった． 

アルゴリズムでは，パターンの理解，手順をたど

ってみることが大切である．グループディスカッシ

ョンを通じて，間違いやすい点，不明点を確認でき

るメリットは大きい． 

アルゴリズムの後で，プログラミングを教えてい

る．このプログラミングにおいてもグループディス

カッションは有効と思われる． 

プログラミングの場合も，初心者の誤答を一緒に

考えることで，考え方を整理できている．全体的な

把握，プログラムをたどって考えることにより，知

識の隙間を埋めることができ，より深く理解できて

いると考える． 

 

7. まとめ 

受講者のレベル差が大きい状況においても，いろ

いろな要件を与えてグループで検討させることで，

理解を深めることができている．業務における開発

作業では，異なる視点を意識して最適なアルゴリズ

ムを考える．基本的事項の積み重ねであるが，自分

では気づかなかった視点に気づく工夫が重要である． 

アルゴリズムの知識がなかった人にとっては，講

師からの学習だけでなく，グループワークを実施す

ることにより，不明点を整理でき理解が深まった．

今まで表面的な知識にとどまりやすい傾向があった

が，不明点を自分で説明することで，納得できるレ

ベルとなったように思われる．アルゴリズムの知識

を習得済であった人にとっても，わかりやすく説明

する練習となるだけでなく，トラブル対応により理

解を深めることができ，有意義であった． 

効果測定が，個人ごとに実施したレビュー時の印

象だけであるため，比較検討できる条件を設定し，

実測したいと考えている．理解レベルの体系化，各

自の状況把握（評価）など，わかりやすい測定方法

を工夫したい． 
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